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1.外 科領域におけ る皮膚 ・軟部組織感染症92例 に対 してMOM1日 量600mgま た は900

mgを 経 口投与 し,次 の結果 を得た。両群を通 じて92例 中77例(83.7%)に 著効あるいは良好の

治療効果が得 られ た。600mg投 与群45例 中著効24例,有 効15例,や や有効3例,無 効3例(有

効率86.7%),900mg投 与群47例 中著効15例,有 効23例,や や有効5例,無 効4例(有 効 率

80.9%)で,両 群間に有 意差 を認 めなか った。

2.外 科的処置群 と無処置群 との間 では,MOMに よる治療 効果 の上に差が認め られ なか った。

3.病 巣分離菌の除菌 効果 は,600mg投 与群の方がむ しろ優れていた。

4.副 作用は発疹1例,便 秘1例,口 角炎1例 で,投 与を中止 したのは発疹の1例 だけであった。

以上の成 績か ら,MOMは 外科的皮膚 ・軟部組織感染症に対 して有用な新経 口的抗生剤で,そ の

1日 投与量は,通 常600mgで 充分である と考 え られ る。

9,3"-diacetyl-midecamycin (以下MOMと 略記)

は明 治製 菓 中央 研 究 所 で 開 発 され た経 口用 マ ク ロ ライ ド

系 抗 生 物質 で,midecamycinの 誘 導 体 で あ って,Fig.

1の 構造式を もつ。 本剤は グラム陽性球菌 と く にSta-

phylococcus aureus, Streptococcus pneumoniae など

に対して強い抗菌作用を示 し,そ のinvitro抗 菌力 は

他のマクロライ ド系抗生物質 に匹敵す るといわれる。わ

れわれはMOMを 外科領域における皮 膚 ・軟部組織感

染症例に試用 してそ の治療効果を検討 し,併 せて至適投

与量について も考察を加 えた。

I. 対象な らびに投与方法

外科領域における皮膚 ・軟部組織の感染症 を 対 象 と

し,小 児(た だ し体重40kg以 下)や 重篤な合併症を も

つ ものは除外 した。投与量 と し て は,MOM1日600

mg投 与群(以 下A群)と900mg投 与群(以 下B群)

の2群 を無作為的 に設定 し,1日 研量を3回 に分割,毎 食

後に経 口投与 した。投与期間は7日 間を原則 と したが,

臨床経 過に応 じて投薬の中止あるいは延長 を認めた。 ま

た,外 科的処 置を加 えるか ど うかは主治医の判断に まか

せた。
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Fig.1 Chemical structure of MOM

II. 成 績

92例 の皮 膚 ・軟 部組 織 感 染 症 に 対 してMOMを 投 与

した。 この うち,A群 は45例,B群 は47例 で あ っ た。

男 女比 はA群27:18,B群22:25で あ り,A群 て 男が

や や 多 か った(Table1)。 年 齢 分 布は13～76歳 にわ た

り,A,B群 とも30歳 代 が 多か った(Table2)。 投 与期

間 は 最 短3日,最 長20日 で あ った が,7日 以 内がA群

41例(91.1%),B群41例(87.2%)と な っ てお り,

両 群 に 差 を 認 め なか っ た(Table3)。 総 投与 量 はA群 で

平 均3.529,B群 平 均5.499で あ った(Table4)。 ま

た 両 群 の 疾 患 別症 例 内訳 は,A群 の45例 中 で節 ・よ う

9例,膿 蕩13例,感 染 粉 瘤7例,療 疽 ・蜂 巣炎13例,

そ の他3例 で あ り,B群 の47例 中 で は節 ・よ う14例,

膿 瘍12例,感 染 粉瘤7例,療 疽 ・蜂 巣炎10例,そ の他

4例 とな って い て,疾 患 別 症 例 分 布 に か た よ りが 認 め ら

れ な か った。

な お 臨床 効 果 の 判 定 は,Table5に 示 す わ れ わ れ の 判

定 基 準 に従 って 実 施 され た。

Table 1 Soxual distribution of patients 
(number of patients)

Table 2 Age distribution of patients 
(number of patients)

Table 3 Doraton of aschcation 
(number of patients)

Table 4 Total amount of medication 
(number of patients)

Table 5 Criteria evaluating the effects of an agent in the treatment of 
infectious diseases in the field of surgery

1. Excellent: The principal symptoms and signs disappear completely within 3 days after onset 

of the treatment 

2. Good: More than half of the symptoms and signs disappear within 5 days after onset of 

the treatment 

3. Fair: Any of the symptoms and signs disappear within 7 days after onset of the 

treatment 

4. Poor: None of the symptoms and signs disappear or their aggravation is observed 

after 7 days
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Table 6 Furuncle and carbuncle



78 CHEMOTHERAPY JAN. 1982

Table 7 Abscess
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1.疾 患 別臨 床 効 果

節 ・よ う(Table6)はA群9例 中 著 効5例,有 効4

例,B群14例 中著 効4例,有 効5例,や や 有 効3例,

無 効2例 で あ った。 や や 有 効 と判 定 され た3例 中 の1例

(caseNo.20)と 無 効 と判 定 され た2例 中 の1例(case

No.23)は,そ れ ぞれ 腰 部 お よび 頭 部 の郷 で,病 巣か ら

はいず れ もStaphylococcus aureusが 検 出 され て い た

が,こ の菌 株 はMOM耐 性 で あ った。 ま た,無 効 の1

例(caseNo.22)は 殿 部 の 癌 で,そ の起 炎 菌 はPseu-

domonas属 で あ った。

各 種膿 瘍(Table7)で はA群13例 中 著 効7例,有 効

3例,や や 有 効1例,無 効2例,B群12例 中著効3例,

有効7例,無 効2例 で あ った。 や や 有効 と判 定 され たA

群の1例 とA,B群 を通 して無 効 であ っ た4例 の な か に,

起 炎 菌 がSerratiaで あ った もの(caseNo.34),Pro-

teus風 で あ っ た もの(case No.35),MOM耐 性Sta-

phylococcus aureus で あ った もの(caseNo.47)が そ

れそれ1例 ずつ あった。残 りの無効2症 例は肛門周囲膿

瘍(case No.36)と 右乳腺膿瘍(case No,48)で,そ

れ らの起炎菌は分離 されてお らず小明てあ った。

感染粉瘤(Table8)で はA群7例 中 箸効2例,有 効

3例,や や有効1例,無 効1例,B群7例 中 箸効3例,

有効4例 となってお り,本 疾 患の性質 上A,B両 群 をあ

わせ た14例 中12例 に対 して外科的処置 として切開が加

え られているが,い ずれに して も臨床効果は 優 れ て い

た。

療疽 ・蜂 巣炎(Table9)で はA群13例 中薯効9例,

有効4例,B群10例 中箸効4例,有 効5例,や や有効

1例 とな ってお り,無 効 と判定 され たものはなか った。

その他創感染5例,右 乳腺腫瘍別 出術後創感染1例,右

Table 8 Infected atheroma cyst
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Table 9 Felon and Cellulitis
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Table 10 Infected wounds in various parts of hotly

Table 11 Overall clinical effectiveness of MOM

WILCOXON test: P<0.05
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下 腿潰瘍 感染1例(Table 10)な どに も本剤 が 投 与 さ

れ,A群3例 中 署効1例,有 効1例,や や有効1例,B

群4例 中著効1例,有 効2例,や や有効1例 の結果 が得

られた。

以上の臨床成績 を総括す るとTable 11の ようにな り,

A群45例 中 著効24例,有 効15例,や や有効3例,無

効3例 で,有 効率は86.7%,ま たB群47例 中著効15

例,有 効23例,や や有効5例,無 効4例 で.有 効率は

80.9%と な って,両 群 ともに良好な成績が得 られ てお

り,か つ 両 群 間 に は 有意 差が認め られなか った(WIL-

COXON検 定:P<0.05,以 下の検定 も同様の方 法で行な

った)。 また,疾 患別 有効 率について もA,B両 群間 に 有

意差を認めなか った。

2.外 科的処置 と臨床効果

MOM投 与症例のなかで切開 などの外科的処置が加 え

られた もの と,本 剤のみて治療 され たもの との臨床効果

を比較 してみた(Table 12)。 外科的処置群ては53例 中

44例,83.0%が 有効 と判定 され た。一方,外 科的無処

置 群では39例 中33例,84.6%が 行効 と判定 され.両

者 間に差が認め られ なか った。 もちろん,こ れ ら外科的

処 置の施 されなか った症例のなかには,軽 症感染例や,

す てに 自潰 ・排膿のみられていた もの も含 ま れ て い る

が,な ん らかの外科的処置を要せず本剤の投与のみで著

効 あ るいは有効の結果が得られた症例が多か っ た こ と

は,本 剤の優れ た有用性 を示す もの といえよ う。

さらに,外 科的処置群53例 をA,B群 にわけて臨床効

果 を比較 した ところ,A群27例 中25例(92.6%),B

群26例 中19例(73.1%)が 有効 とな り,両 群間に有意

差 が認め られなかった。また外科的無処置群39例 では

A群18例 中14例(77.8%),B群21例 中19例(90.5

%)が 有効 とな り,同 様に両群間に有意差が認め られな

か った。

3.細 菌学的効果

MOMが 投与され た92例 中71例 の病巣か ら84株

の 菌 が分 離 され た(Table 13)。 その内訳 はStaphy-

lococcus aureus 44株,Seaphylococcus epidermidis 15

株,そ の他 グラム陽性球 菌4株.グ ラム陰 性桿菌21株

で,グ ラム陽性球菌が分 離株の75.0%を 占めていた。

分離菌別にMOMの 臨床効果 を検討 すると.Table

14の よ うに,グ ラム陽性球菌の単独あ るいは混合感染症

54例 の中 ては 著効25例,有 効21例,や や有効5例,

無効3例 で,有 効串は85.2%で あ った。 これ を投与量

別にわけて臨床効果を比較する と,A群24例 中22例.

B群30例 中24例 が有効 とな り,両 群問には5%の 危険

中で 有意差が認め られ,A群 が優位 で あ っ た(Table

15)。

また,分 離菌の消長が追求で きた77株 に お い て,

MOM 1日 投与量別の細菌学的 効果 を比較検討すると,

A群 の グラム陽性球菌27株 中26株 が 消 失 し(除 菌率

96.3%),グ ラム陰性桿菌を含めて も38株 中36株 が消

失 した。一方,B群 の グラム陽性球 菌30株 中22株 像

菌率73.3%),グ ラム陰性桿 菌を含める と39株 中27株

(除 菌率69.2%)と な り,B群 での細菌学的効果が低く

なってお り,両 群間に危険率1%で 有意差が み られ た

(Table 16)。

III.副 作 用

MOM投 与中,副 作用 と考 え られた症状 が3例 に認め

られ た。その うちの1例(case No.3)で は,本 剤1日

Table 13 Clinical isolates from the patients 
treated with MOM

Table 12 Clinical effectiveness of MOM combined with and/or without surgical treatment

WILCOXON test: P<0.05
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Table 14 Clinical effectiveness on clinical isolates

Table 15 Clinical effectiveness of MOM on clinical isolates

*Statistical test: WILCOXON test To=2 .0972 (P<0.05) 

Table 16 Bacteriological response

*Statistical test: WILCOXON test To=2 .7917 (P<0.01)
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600mg投 与中5日 日に発疹が出現 したため,投 与が中

止 され た。他 の1例(case No.56)は 本剤1日900mg

投与中便秘 を来 たす よ うに な り,ま た 他 の1例(cage

No.83)で は本剤1日900mg投 与開始後7日 目に口角

炎を来た した。 しか し,最 初の症例 は本剤の 投 与 中止

後,あ との2例 は健 胃剤の投与に よって.そ れぞれ症状

が 消退 した。

また,MOM投 」与の前後にわ た り赤血球数,ヘ モグロ

ピン値,ヘ マ トクリッ ト値,白 血 球 数,血 小 板 敬,

GOT, GPT, Al-P, BUN, 血 清 クレアチニンなどについ

ての臨床検査 を実施 され た症例が9例(Tabie17)あ る

が,本 剤投 与前後 で異常 な変動 を示 したもの は な かっ

た。

IV. 考 察

1.全 般的 治療効果:皮 膚 ・軟 部組織感染症92例 に

対 してMOM600mg/day,あ るいは900mg/dayを 経

口投与 した ところ,既 述 の とお り92例 中77例/83.7%)

に治疲効果が得 られ た(Tablel1)。 か つ,こ れらの症

例では92例 中71例 において84株 の菌 が証明 されてお

り(Table13),そ の うち54例(58.7%)に おいてグラ

ム陽性球菌が分離 され て い た(Table15)。 さろにこれ

らの対象例ては,92例 中53例(57.6%)に 切開などの

外科的処置が加え られていたが,こ れ らの背景をほぼ等

しくする対 象に対す るMOMの 治療 効果 は臨床的には

600mgあ るいは900mg投 与群 とも全 く差 のないもの

であ った。 さらに これ らの対 象例 は グラム陽性球菌によ

る感染症が大多数である と考え られ るか ら,本 剤が特定

の疾患 名に限る ことな く,広 くグラム陽性 球菌による外

科的皮膚 ・軟部組織感染症に対 して きわめて有用な薬剤

である根拠を提供 しえた と考え る。

2.投 与量 につ いて:1日 量 と して600mgあ るいは

900mgを 投与 され たが,投 与量に よる治療効果の差は

全 く認め られ なか った。 したが って,こ れ までのわれわ

れの成績か ら考 察すれば,一般的 にいって1日 量600皿9

で充分であろ う。 中等症あるいは さらに重症例では900

mgあ るいはそれ以上の投与が必要な場 合もあるであろ

うが,今 回のわれわれの経験か らは,そ の至適投与量を

示唆できるには至 らず,症 例に応 じて適量を決め られる

べ きであろ う。

3.副 作用:副 作用 の発現は3例(3.26%)で あつた

が,そ の うち投薬が 中止 されたのは発疹の1例(1.1%)

にす ぎない。 これは母剤 のmidecamycinを は じめ他の

マクロライ ド系抗 生剤 に比べ ても頻度が少 な く,こ の点

において も,本 剤 の有用性 は高 い と考 え られ る1)。
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MOM, a new oral synthetic macrolide antibiotic, was given to 92 patients with skin or soft tissue 
infections in a daily dose of 600mg (group A) and/or 900mg (group B) of the drug, and the fol-
lowing results were obtained. 

1. The excellent and/or good therapeutic effects were obtained in 77 of all 92 cases (83. 7 percent). 
In the group A of 45 cases clinical response was excellent on 24 cases, good 15, fair 3 and poor 3, 
respectively, revealing the effective rate of 86.7 percent, and in the group B of 47 cases excellent 
15, good 23, fair 5 and poor 4, respectively, revealing the effective rate of 80.9 percent, and there 
was no statistically significant differences in both group. 

2. No significant difference was noticed in the therapeutic effects of MOM in both group of pa-
tients with or without surgical treatments. 

3. The bacteriological response shown as a effect of eradicating clinical isolates was rather superior 
in group A to that in group B. 

4. Side effects were noticed in three patients, each showing eruption, constipation and stomatitis 
respectively, but in only the first case the medication was discontinued. 

Conclusively, MOM is evaluated as an useful agent for the treatment of skin or soft tissue infecti-
ons in the field of surgery, and a daily dose of 600 mg of the drug is expectable for satisfactory clini-
cal effect.


